








要約 内胸動脈グラフトを用いて冠血行再建術を施行した川崎病患児 6 例に対して,術前

並びに術後約 1 年の遠隔期に運動負荷心臓カテーテル検査を施行し,術前後の安静時及び

運動負荷時の心機能を検討した。安静時の心機能は術前後間に有意な変化は認められなか

ったが,術後には術前と異なり運動負荷時に SVI が増加する正常な反応を認めた。すなわち,

術後は運動負荷時の心機能が有意に改善する事が示され,本手術は心機能面からみても有

用である事が実証された。 


